
変圧器内部故障
（コイルの溶断）

接続部の故障
（過熱・溶損）

油入電気機器内で過熱や放電といった内部異常が発生すると絶縁油や

固体絶縁物が熱分解してガスが発生。発生したガスは油に溶解するため油
中ガス分析を行うことにより変圧器内の異常がわかります。近年では、環
境配慮よりエステル系電気絶縁油を採用した変圧器が導入されており変圧
器異常診断には、高度な技術を要します。
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判定
レベル

水素 メタン エタン エチレン アセチレン 一酸化炭素 可燃性
ガス総量

H₂ CH₄ C₂H₆ C₂H₄ C₂H₂ CO TCG

400 100 150 10 0.1※ 300 500
※当社では初期異常の早期発見の観点から、アセチレンについては0.10～0.49ppmを

要注意Ⅰレベルとしています。

異常
➀C₂H₂≧5

➁C₂H₄≧100　かつ　TCG≧700

➂C₂H₄≧100　かつ　TCG増加量≧70ppm/月

判定基準(単位：ppm)

要注意Ⅰ

要注意Ⅱ
➀C₂H₂≧0.5

➁C₂H₄≧10　かつ　TCG≧500

電気協同研究第65巻による

絶縁油は過熱により組成が変化しガス化することが知られてます。200度の低温域から700度
以上とガスの発生量が変わります。水素、メタン、エタン、エチレン、アセチレン等のガス
が発生し油に溶解するため、油中ガス分析することで内部異常を早期に発見できます。

絶縁油の二次分解を含む熱分解によって
生成するガスの組成（鉱油）

絶縁油中変圧器はその他、紙、金属などが
使用されており、様相はさらに複雑です。

電気協同研究第65巻による

変圧器の内部異常を早期発見！
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